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28 年度（2016 年度）では，96,641 人で，前年度と

























































































































手配から多少長短はあるが，基本的に 2 月 27 日に
出発し，3 月 12 日ごろに帰国する行程である．うる


































ら，勉強会は 9 回にわたって行われた(表 2)． 








プログラム実施期間 2014年2/27-3/11 2015年2/27-3/11 2016年2/27-3/11
主な訪問地
Davis 2/28-3/1 3/4-3/6 3/3-3/5
San Francisco 3/2-3/5 2/27-3/3 2/27-3/1
Vancouver 3/6-3/10 3/7-3/10 3/6-3/10





San Francisco 2/27－3/1、3/5 3/2-3/3
Vancouver 3/7-3/12 3/7-3/11
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　 地域文化学科 地域教育学科 地域政策学科 その他
2013年度 7 1 0 0
2014年度 3 3 0 1
2015年度 8 2 0 1
2016年度 3 0 2 1
2017年度 3 2 0 1
合計(名） 24 8 2 4
女性 男性 合計(名）
2013年度 5 3 8
2014年度 6 1 7
2015年度 8 3 11
2016年度 6 0 6
2017年度 3 3 6







影響を与えた可能性がある．特に 3 年生は，4 年生







































































2013年度 0 6 2 0 0
2014年度 0 6 0 1 0
2015年度 1 9 0 0 1
2016年度 1 4 0 1 0
2017年度 1 4 0 0 1
合計(名） 3 29 2 2 2
　 ２回以上 1回 0回
2013年度 3 1 4
2014年度 2 4 1
2015年度 6 4 1
2016年度 1 3 2
2017年度 2 3 1
合計(名） 14 15 9
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いた学生と 2 年後の個別面談を行ってきた． 
北米プログラム参加者のうち，2015 年度までの参
加者の多くが卒業をむかえ，19 名が 2 年後の振り返







表 7 北米プログラム卒業前調査参加者 
 
(注 1）地域文化 1 名現時点で未卒業 
(注 2）地域教育 1 名現時点で未卒業 
(注 3) 地域教育 1 名 
(注 4) 短期留学生 1 名，地域教育 1 名 





















地域文化 地域教育 地域創造 連絡取れず
2013年度 (注１） 6 0 0 1(注3）
2014年度 (注２） 3 1 0 2(注4）
2015年度 8 1 0 2(注5）
合計(名） 17 2 0 5
2013年度 2014年度 2015年度 合計(名）
民間企業 2 1 1 4
公務員 1 2 6 9
団体職員 0 1 1 2
進学 1 0 0 1
留学・その他 2 0 1 3
未卒業 1 1 0 2
連絡取れず 1 2 2 5






は 3 名である．英語の教員となったものは 2 名で，
1 名は幼稚園の教諭である． 
このほかに民間企業就職者が 4 名（うち 2 名は地
方銀行），国内の大学院の進学が 1 名いる．またその




っており，もう 1 名は進路変更を考慮中である． 
卒業後の生活拠点について尋ねると，鳥取県と答










8 名，出身地以外の海外が 1 名である．今回対象と
なった卒業者で連絡の取れたもののうち鳥取県出身
者は 7 名で，このうち鳥取にとどまったものは，5 名
（71％）である． 
 


























































卒業後居住地 2013年度 2014年度 2015年度 合計(名）
鳥取 3 1 2 6
それ以外(日本） 2 3 7 12
海外 1 0 0 1
卒業後居住地 2013年度 2014年度 2015年度 合計(名）
地元 4 3 3 10
それ以外(日本） 1 1 6 8
海外 1 0 0 1
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子どもは生まれ育った地域をどのように捉えているのか 
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